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研究活動報告  （設置申請書, 継続申請書の研究活動計画と対比するように記載してください。）

■目的　本ラボラトリは、最善の看護実践(ベストプラクティス)に不可欠である、 ①看護実践の質保証(Quality)を推進する

実践研究開発、 ②個別化・最適化した看護実践を現場に浸透・波及(Utility)できる看護リーダーの養成、 ③当事者の価値

を尊重する倫理的看護実践の醸成(Explore) 、をめざすものである。この目的のために、＜看護実践の質保証研究開発＞＜
ベストプラクティス先導ナースのキャリア開発＞＜倫理的看護実践のためのシステム構築＞の３つの研究グループを組織
化する。研究グループが開発した新たなケアツール、ケアプログラムを標準化し、均てん化　を図るために、さらに、e
ケアやe-learningなどを推進する。

■研究活動の成果（2019年度：8年目）

患者アウトカムを促進するための最適なケアのエビデンスを集積し、標準化を行った。具体的成果を下記に示す。
1)「生体センサを活用した心不全患者のための「こころと眠りの支援プログラム」開発と評価」プロジェクト

・心不全と診断され循環器内科に通院中の75才以下の患者を対象とした横断研究デザインによる質問紙調査を実施し、心
不全患者のこころ、身体、睡眠の特徴と、これらの関連について分析中である。
2)「安全、安心ケアネット構築」のプロジェクト：
・多施設共同研究による「経口抗がん薬の服薬自己管理支援プログラムの有効性：ランダム化比較試験と質的研究による
Mixed 　Method」の論文を投稿した。
・末梢神経障害に伴う乳がん患者の転倒リスクに関する量的研究の論文は採択、掲載された。
・がん化学療法に伴う末梢神経障害のある患者より転倒、転倒未遂の調査は現在、データ収集および中間解析を進めてい
る。
3)「分子標的治療に伴う皮膚障害（ざ瘡様皮疹等）に関する調査」の研究成果は論文投稿し採択、掲載された。

4)「高齢がん患者を対象にしたインタビュー調査」は、倫理審査で承認を得て、データ収集を開始した。

5)「地域で暮らす百寿者研究」は、全国の百寿者を対象にインタビューによるデータを収集中である。

6)「がん患者向けのディシジョンエイド開発と活用のための医療者育成プログラム開発」研究は、現在教材開発中であ
る。
7)「産科医療施設における共有意思決定教育に関する研究」は、現在データ収集の段階である。

8)2020年日本がん看護学会学術奨励賞研究部門受賞「乳がん早期発見のための乳房セルフケアを促す教育プログラムの効

果」日本がん看護学会誌，2018；32:12-22.
9)遺伝性腫瘍患者・家族に対する看護支援の開発に関する研究

・Peutz-Jeghers症候群、Cowden症候群、若年性ポリポーシス症候群について、Mindsに準拠したシステマティックレ
ビューを実施し、診療ガイドライン（案）を作成した。
・看護師を対象としたがんゲノム医療に関連した講習会を実施し、がんゲノム医療中核拠点病院で役割を担う看護師に対
して、　現状と課題に関するフォーカスグループインタビュー調査を実施した。
10)「老年看護におけるEvidence Based Practiceの促進に関する研究」
・システマティックレビュー、量的・質的研究、事例研究を実施し、論文発表を行った。
・認知症ががん患者の終末期のQuality of Life (以下、QOL)を低くする可能性があることを明らかにした論文「Hirooka et al
(2020): Impact of dementia on quality of death among cancer patients: An observational study of home palliative 　care users.」掲載誌

を発行している Wiley 社の Research Headlines に掲載され国内外で注目を集め、プレスリリースを行った。

（https://www.keio.ac.jp/ja/press-releases/files/2020/3/12/200312-1.pdf）
11)「レジリエンスと思いやりを構築する医療従事者へのマインドフルネス（Mindfulness for health professionals building
resilience and compassion：MaHALOプログラム）の開発」研究

・MHALOプログラムの効果検証の目的で、RCTによる研究を実施し、データを分析しており論文投稿の準備を進めてい
る。
・マインドフルネスに関するセミナーおよびワークショップ等の実施した。
12)「倫理的看護実践の推進を目指したリーダー養成のための研修プログラム・教材の開発

・2020年度4月から3カ月にわたって、「看護倫理研修プログラム」を研究協力施設で実施するための準備を整えた、現在
プログラム参加者をリクルート中である。
13)ケアリング文化の醸成-教育におけるユマニチュードの導入

・患者-看護師間のケアリング関係に求められるユマニチュードの理念およびケアの原則を基礎看護学教育における実践を
行った。
14)SFC Open Research Forum 2019に出展した

・SDGsの中で「すべての人に健康と福祉を」に着目し、「緩和ケアに関する看護師教育の普及と効果について」、「が
ん患者中心の意思決定支援の充実と普及に向けた取り組み」、「有料老人ホームの入居者の避けられる救急搬送・入院の
減少を目指して」、「心疾患患者の不眠症に対する非薬物的介入の現状と課題」の４題についてポスター発表を行い、来
場者と意見交換を行った。
・若手研究者のグループ「若葉会」が中心となり、高齢者疑似体験のブースを設置し、学生・院生、教職員の他、中高生
から自治体の職員、一般企業の方など、100名近くが高齢者疑似体験に参加した。
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研究成果（学術論文、著作物、メディア露出等）
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